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近
代
日
本
の
社
会
基
盤
を
整
備
し
た 

前
島
蜜
（
一
八
三
五
ー
一
九
一
九
） 

 

動
乱
の
幕
末 

  

一
八
世
紀
に
な
り
産
業
革
命
と
社
会
革
命
を
遂
行
し
て
近
代
国
家
と
し
て
の
体
制
を
整
備
し
た

欧
米
諸
国
は
極
東
の
国
々
に
進
出
す
べ
く
、
帆
船
や
汽
船
で
次
々
と
東
洋
へ
接
近
し
て
き
ま
し
た
。

あ
る
調
査
で
は
、
一
八
世
紀
の
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
中
頃
ま
で
に
日
本
列
島
の
周
辺
に
出
没
し
た

外
国
の
船
舶
は
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
一
〇
〇
隻
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
一
部
は
強

引
に
箱
館
、
長
崎
、
下
田
、
浦
賀
な
ど
の
港
湾
に
入
港
し
、
上
陸
の
許
可
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

  

江
戸
幕
府
は
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
に
「
外
国
船
打
払
令
」
に
よ
り
排
斥
し
よ
う
と
し
ま
す
が

開
国
の
圧
力
に
は
対
抗
で
き
ず
、
日
米
和
親
条
約
（
一
八
五
四
）
や
五
カ
国
と
の
修
好
通
商
条
約
（
一

八
五
八
）
に
よ
っ
て
一
部
の
港
湾
へ
の
入
港
を
許
可
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
か

ら
欧
米
諸
国
の
実
情
を
調
査
す
べ
く
、
江
戸
幕
府
は
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
の
遣
米
使
節
（
図
１
）

を
皮
切
り
に
明
治
維
新
ま
で
の
数
年
で
五
回
の
使
節
を
派
遣
し
、
西
欧
諸
国
の
実
情
を
調
査
し
は
じ

め
ま
し
た
。 

            

図１ アメリカに到達した 

   万延遣米使節（1860） 
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さ
ら
に
薩
摩
や
長
州
な
ど
一
部
の
雄
藩
は
独
自
に
藩
士
を
海
外
に
留
学
さ
せ
て
実
情
を
調
査
し

ま
す
が
、
彼
我
の
格
差
を
痛
切
に
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
は
明
治
維

新
へ
の
内
乱
が
多
発
し
て
国
内
が
混
乱
し
、
一
旦
は
外
国
と
の
交
流
は
減
少
し
ま
す
が
、
明
治
政
府

の
成
立
と
と
も
に
欧
米
諸
国
が
近
代
国
家
に
な
る
基
礎
と
な
っ
た
制
度
や
技
術
を
導
入
す
る
努
力

を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
役
割
を
見
事
に
実
行
し
た
一
人
で
あ
る
前
島
密
（
ひ
そ
か
）
を
今
回
は
紹
介

し
ま
す
。 

 

母
親
の
薫
陶 

  

前
島
密
は
江
戸
末
期
の
一
八
三
五
（
天
保
六
）
年
に
越
後
国
頸
城
（
く
び
き
）
郡
下
池
部
村
（
新

潟
県
上
越
市
下
池
部
）
の
豪
農
で
あ
る
上
野
助
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
、
上
野
房
五
郎
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
島
が
誕
生
し
た
年
に
父
親
が
病
没
し
た
た
め
、
前
島
が
四
歳
に
な

っ
た
と
き
、
母
親
て
い
は
子
供
と
と
も
に
自
身
の
出
身
の
高
田
に
移
動
し
、
裁
縫
な
ど
の
内
職
を
し

な
が
ら
家
計
を
維
持
し
、
実
家
に
あ
っ
た
錦
絵
や
書
物
な
ど
を
使
用
し
て
子
供
を
教
育
し
ま
す
。 

  

武
家
の
出
身
で
あ
る
母
親
の
教
育
は
厳
格
で
、
前
島
が
「
夕
鴉
（
か
ら
す
）
／
し
ょ
ん
ぼ
り
と
ま

る
／
冬
木
立
」
と
い
う
俳
句
で
賞
品
を
も
ら
っ
て
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
、
「
幼
児
か
ら
ほ
め
ら
れ
た
た

め
自
分
の
才
能
に
お
ぼ
れ
て
大
成
し
な
か
っ
た
人
間
は
多
数
い
る
」
と
説
教
さ
れ
、
前
島
は
こ
の
言

葉
を
生
涯
の
教
訓
に
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
〇
歳
に
な
っ
た
と
き
、
高
田
の
儒
学
者
倉
石

典
太
の
私
塾
に
入
塾
す
る
た
め
、
一
人
で
生
誕
の
土
地
の
実
家
か
ら
高
田
ま
で
往
復
し
て
勉
強
し
ま

す
。 

  

そ
の
時
期
に
は
杉
田
玄
白
と
前
野
良
沢
が
苦
心
し
て
翻
訳
し
た
『
解
体
新
書
』
が
流
布
し
て
、
江

戸
で
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
情
報
を
伝
聞
し
た
前
島
は
江
戸
で
勉
強

し
た
い
と
母
親
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
一
旦
方
針
を
決
定
し
た
ら
頑
張
っ
て
前
進
し
な
さ
い
」
と

後
押
し
さ
れ
、
一
二
歳
に
な
っ
た
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
、
母
親
か
ら
授
与
さ
れ
た
わ
ず
か
な
金

銭
を
懐
中
に
し
て
江
戸
に
出
発
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
写
本
の
仕
事
な
ど
を
し
な
が
ら
の
耐
乏
生
活

で
し
た
。 

 

海
外
へ
の
視
線 

  

と
こ
ろ
が
一
八
歳
に
な
っ
た
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
に
人
生
の
転
機
と
な
る
機
会
に
遭
遇
し
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
艦
隊
が
日
本
と
の
通
商
を
要
求
し
て
四
隻
の
軍
艦
で
浦
賀
に
来
航
し
た
の

で
す
（
図
２
）
。
そ
こ
で
前
島
は
ペ
リ
ー
提
督
と
会
見
す
る
幕
府
の
井
戸
石
見
守
の
従
者
に
な
っ
て

浦
賀
に
随
行
し
ま
し
た
。
浦
賀
で
艦
隊
の
威
容
を
目
撃
し
、
国
防
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

全
国
の
港
湾
や
砲
台
の
調
査
に
旅
立
ち
ま
す
。
こ
の
直
情
径
行
の
性
格
は
生
来
の
も
の
で
し
た
。 
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早
速
、
郷
里
の
越
後
で
母
親
と
実
兄
に
挨
拶
し
て
か
ら
全
国
の
視
察
に
出
発
し
ま
す
。
越
後
か
ら

日
本
海
側
を
移
動
し
て
下
関
に
到
達
、
関
門
海
峡
を
横
断
し
て
九
州
を
一
周
、
四
国
を
経
由
し
て
紀

州
、
伊
勢
を
視
察
し
て
江
戸
に
帰
還
し
ま
し
た
。
大
変
に
迅
速
な
行
動
で
す
が
、
十
分
な
基
礎
知
識

も
な
く
港
湾
や
砲
台
を
見
学
し
て
も
役
立
た
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
江
戸
で
砲
術
や
数
学
を
勉
強
し
、

さ
ら
に
幕
府
が
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
に
築
地
に
創
設
し
た
軍
艦
教
授
所
の
生
徒
と
な
っ
て
勉
強

し
ま
す
。 

  

一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
に
は
箱
館
の
五
稜
郭
の
設
計
と
建
設
を
し
た
武
田
斐
三
郎
が
航
海
技
術

を
教
育
す
る
た
め
に
開
設
し
た
諸
術
調
所
に
入
塾
し
、
日
本
で
製
造
さ
れ
た
最
初
の
洋
式
帆
船
「
箱

館
丸
」（
図
３
）
に
乗
船
し
て
二
度
も
日
本
列
島
を
周
回
す
る
航
海
で
実
技
を
習
得
し
ま
す
。
そ
の
関

係
で
一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
に
幕
府
が
派
遣
す
る
遣
仏
施
設
に
同
行
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
行
が
出
発
す
る
日
時
ま
で
に
江
戸
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
貴
重
な
機
会
を
逸
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

  

そ
こ
で
薩
摩
藩
が
一
八
六
四
（
文
久
四
）
年
に
開
校
し
た
し
た
ば
か
り
の
洋
学
を
教
育
す
る
開
成

所
の
英
語
教
師
に
な
り
ま
す
が
、
家
庭
の
事
情
な
ど
も
あ
っ
て
短
期
で
辞
任
し
て
江
戸
に
出
戻
り
幕

府
の
役
人
の
前
島
錠
次
郎
の
養
子
と
し
て
幕
臣
と
な
り
、
前
島
来
助
と
名
乗
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
次
々
と
行
動
す
る
性
格
に
変
化
は
な
く
、
神
戸
が
外
国
に
開
港
さ
れ
る
と
い
う
情
報
を
入
手

し
て
神
戸
に
移
動
し
、
英
語
の
能
力
を
駆
使
し
て
開
港
の
準
備
に
活
躍
し
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

 

図２ 浦賀に来航したペリー艦隊（1853） 

図３ 復元された「箱館丸」 
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鉄
道
事
業
の
計
画
作
成 

  

そ
し
て
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
第
一
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
を
表
明
し
た
た
め
、

慶
喜
の
静
岡
へ
の
移
動
と
と
も
に
前
島
も
同
行
し
、
幕
府
の
人
々
が
江
戸
か
ら
移
住
し
て
く
る
た
め

の
長
屋
を
準
備
し
た
り
し
ま
す
。
明
治
政
府
は
日
本
の
首
都
を
京
都
か
ら
大
坂
に
移
動
す
る
予
定
で

し
た
が
、
前
島
は
江
戸
へ
遷
都
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
の
文
書
を
明
治
政
府
の
中
心
人
物
の
一

人
で
あ
る
大
久
保
利
通
に
建
言
し
ま
す
。
こ
の
建
言
が
受
領
さ
れ
て
東
京
が
日
本
の
首
都
に
な
り
ま

し
た
。 

  

こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
前
島
は
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
明
治
政
府
か
ら
要
請
さ
れ

て
民
部
省
改
正
掛
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
島
の
才
能
が
敵
方
で
あ
っ
た
明
治
政
府

に
も
評
価
さ
れ
て
い
た
証
拠
で
し
た
。
早
速
、
政
府
の
参
与
で
あ
っ
た
大
隈
重
信
か
ら
鉄
道
建
設
の

計
画
作
成
を
依
頼
さ
れ
、
数
日
で
東
京
と
横
浜
を
連
絡
す
る
鉄
道
の
計
画
「
鉄
道
臆
測
」
を
提
言
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
日
本
最
初
の
鉄
道
が
実
現
し
ま
し
た
（
図
４
）
。 

 

 
 
 

 
 

郵
便
制
度
に
貢
献 

  

現
在
の
一
円
の
郵
便
切
手
（
図
５
）
に
前
島
の
肖
像
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き

る
よ
う
に
、
前
島
は
日
本
の
郵
便
制
度
を
創
設
し
た
人
物
と
し
て
有
名
で
す
が
、
こ
れ
も
発
端
は
大

隈
か
ら
の
要
請
で
し
た
。
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
、
前
島
の
役
職
は
税
制
改
革
を
担
当
す
る
租
税

図４ 日本最初の鉄道（新橋-横浜）（1872） 

図５ 一円切手 
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権
正
で
し
た
が
、
迅
速
に
鉄
道
敷
設
の
企
画
を
立
案
し
た
能
力
を
大
隈
か
ら
評
価
さ
れ
、
現
在
の
郵

便
に
相
当
す
る
駅
逓
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
よ
う
に
下
命
さ
れ
、
駅
逓
権
正
も
兼
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

  

当
時
の
東
京
・
京
都
・
大
阪
の
区
間
に
は
文
書
を
配
達
す
る
「
仕
立
便
」「
差
込
便
」「
早
便
」「
並

便
」
と
い
う
四
種
が
あ
り
ま
し
た
。「
仕
立
便
」
は
特
定
の
文
書
を
配
達
す
る
た
め
の
手
段
、「
差
込

便
」
は
「
仕
立
便
」
に
便
乗
す
る
手
段
、
そ
れ
以
外
で
至
急
の
配
達
が
「
早
便
」
、
至
急
で
は
な
い
配

達
が
「
並
便
」
で
す
。
東
京
と
京
都
の
区
間
の
日
数
は
「
仕
立
便
」
と
「
差
込
便
」
は
三
日
、「
早
便
」

が
七
日
、「
並
便
」
は
半
月
と
い
う
程
度
で
し
た
。
料
金
は
順
番
に
大
略
二
三
両
、
八
両
、
五
百
文
、

三
百
文
で
し
た
（
一
両
＝
四
千
文
）
。 

  

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
二
〇
日
間
か
け
て
「
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
東
海
道
筋
を
毎
日
配
達
す
る
郵

便
制
度
」
の
提
案
を
作
成
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
直
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
起
債
を
破
棄
す
る
た
め
に

派
遣
さ
れ
る
上
野
景
範
に
随
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
偶
然
に
も
郵
便
制
度
に
関
係
す
る
体
験

を
す
る
旅
行
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
横
浜
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
の
汽
船
が
ア
メ
リ
カ
政
府
公
認

の
「
郵
便
汽
船
」
で
、
船
内
で
郵
便
の
投
函
が
で
き
る
仕
組
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

  

さ
ら
に
到
着
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
Ｒ
・
ヒ
ル
が
一
八
三
七
年
に
『
郵
便
制
度
改
革
』
と
い
う
冊
子

を
発
行
し
て
全
国
均
一
料
金
で
郵
便
を
配
達
す
る
制
度
を
提
言
し
、
一
八
四
〇
年
か
ら
一
ペ
ニ
ー
の

切
手
を
貼
付
す
れ
ば
配
達
さ
れ
る
郵
便
制
度
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
郵
便
為
替
や
郵
便
貯
金
も

開
始
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
前
島
は
本
務
の
起
債
の
破
棄
の
た
め
の
交
渉
で
六
ヶ
月
間
ロ
ン
ド
ン
に

滞
在
し
ま
す
が
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
郵
便
事
情
を
調
査
し
て
帰
国
し
ま

し
た
。 

  

と
こ
ろ
が
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
八
月
に
帰
国
し
て
み
る
と
、
前
島
の
提
案
を
基
礎
に
し
た
郵

便
制
度
が
す
で
に
四
月
に
実
現
し
て
お
り
、
郵
政
大
臣
に
相
当
す
る
駅
逓
正
に
は
、
安
政
南
海
地
震

（
一
八
五
四
）
に
よ
る
津
波
か
ら
村
民
を
避
難
さ
せ
た
こ
と
で
有
名
な
濱
口
儀
兵
衛
（
梧
陵
）
が
就

任
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
前
島
は
濱
口
に
面
談
し
て
率
直
に
意
見
を
交
換
し
て
か
ら
、
大
輔
の
井

上
馨
と
小
輔
の
吉
田
清
成
に
談
判
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
情
熱
に
感
心
し
た
二
人
に
よ
り
駅
逓
頭
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。 

  

前
島
が
イ
ギ
リ
ス
に
出
張
し
て
い
る
期
間
に
、
郵
便
の
配
達
は
民
間
の
請
負
事
業
で
は
あ
る
も
の

の
西
側
は
下
関
ま
で
、
南
側
は
四
国
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
し
た
が
、
課
題
は
外
国
と
の
郵
便
の
交
換

で
し
た
。
当
時
、
外
国
か
ら
横
浜
に
到
着
し
た
郵
便
は
日
本
国
内
で
配
達
す
る
手
段
が
な
い
た
め
、

そ
の
ま
ま
送
付
し
て
き
た
本
人
に
返
却
し
て
い
ま
し
た
。
外
国
と
日
本
の
郵
便
交
換
条
約
が
締
結
さ

れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
以
外
に
処
理
す
る
方
法
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
す
。 
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そ
こ
で
課
題
は
海
外
の
国
々
と
郵
便
交
換
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
を
担
当
し
た
の

が
ア
メ
リ
カ
で
郵
便
事
業
に
関
係
し
、
来
日
し
て
い
た
Ｓ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
さ
れ
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
交
渉
に
よ
り
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
日
米
郵
便
交
換
条
約
が
締
結
さ

れ
、
二
年
後
に
は
万
国
郵
便
連
合
（
Ｕ
Ｐ
Ｕ
）
に
も
加
盟
、
世
界
各
国
と
郵
便
を
交
換
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
ま
で
に
外
国
の
設
置
し
た
郵
便
窓
口

は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。 

  

さ
ら
に
前
島
は
イ
ギ
リ
ス
で
見
聞
し
た
郵
便
為
替
、
郵
便
貯
金
、
簡
易
保
険
の
業
務
を
日
本
で
も

郵
便
局
扱
い
で
実
施
し
ま
し
た
。
郵
便
為
替
と
郵
便
貯
金
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
、
簡
易
保
険

は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
実
現
し
、
現
在
の
郵
便
業
務
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
前
島
が

努
力
し
た
の
が
、
新
聞
や
雑
誌
を
低
額
で
輸
送
す
る
制
度
の
創
設
、
失
業
す
る
江
戸
時
代
か
ら
の
飛

脚
業
者
を
救
済
す
る
た
め
荷
物
を
輸
送
す
る
陸
運
元
会
社
（
日
本
通
運
株
式
会
社
）
の
創
設
な
ど
に

も
尽
力
し
ま
す
。 

 
 

そ
れ
以
外
に
も
次
々
と
新
規
業
務
を
開
拓
し
て
い
き
ま
す
が
、
最
後
の
仕
上
げ
は
各
省
に
分
散
し

て
い
た
通
信
や
交
通
の
業
務
を
統
合
す
る
「
逓
信
省
」
を
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
創
設
し
た

こ
と
で
す
。
ま
た
前
島
を
見
出
し
て
く
れ
た
大
隈
重
信
が
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
東
京
専
門

学
校
（
早
稲
田
大
学
）
を
創
設
し
た
と
き
に
は
評
議
員
と
な
り
、
校
長
に
も
就
任
し
て
い
ま
す
（
図

６
）
。
社
会
が
激
変
し
て
い
た
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
そ
の
先
端
で
多
数
の
制
度
を
創
設
し
た

偉
人
で
し
た
。 

 

 

図６ 東京専門学校（1884） 
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つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
モ
ル
ゲ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
連
載
「
清
々
し
き

人
々
」
よ
り
、
『
清
々
し
き
人
々
』
、
『
凛
凛
た
る
人
生
』
、
最
新
刊
『
爽
快
な
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
な
ど
。 

  


